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　突然の交通事故で最愛の妻と子を亡くした主人公

ジョン。この物語では，幸せの真っ直中であった主

人公が家族の死に叩きのめされ一度は自らの命を絶

とうと試みますが，既の所で思い止まり，そこに現

れた親友ビルのある頼み事をきっかけに人生を歩み

直していく姿を描いています。彼の頼み事とは，彼

がコーチを務める野球のリトルリーグのチームの監

督になることでした。初めのうちは断ろうと心に決

めていたジョンですが，リーグの選抜テストで頑張

る子供達を見て，自分が少年時代にプレイしていた

時のことを思い出し，少しずつ気力を取り戻してい

きます。こうして彼は「エンジェルズ」というチー

ムの監督になり，「十二番目の天使」に出会うのです。

　初めてこの本を手にとったとき，「十二番目の天

使」というタイトルを見て，一体どんな話なんだろ

う，天使って何なんだろうと様々な疑問が頭を過ぎ

りました。しかし読み始めると主人公の人柄や，彼

を取り囲む親友ビルをはじめとする心温かな人々，

そして何よりも十二人の天使である個性豊かなエン

ジェルズの子供達が生き生きと描かれ，物語に引き

込まれていきました，そんな中で著者は読者にある

メッセージを送り続けていました。「絶対，絶対，あ

きらめるな！」「毎日，毎日あらゆる面で，自分はど

んどん良くなっている！」この二つの言葉は，物語

の中で十二番目の天使である，ティモシーが毎場面

で口癖のように繰り返す言葉です。ティモシーが何

故十二番目なのかというと，彼は選抜テストの結果，

一番最後，つまり十二番目にエンジェルズのチーム

に選ばれたからです。彼は主人公の亡き息子リック

にどことなく似ていて，チームでは一番体が小さく，

プレイも満足にできないものの，一番の頑張り屋で，

試合の度に誰よりも大きな声で「絶対，絶対，あき

らめるな！」と声援を送り続けていたのでした。

　この小さな天使には偏えに感動させられました。

どんなに大きなミスをおかしてしまっても，決して

あきらめずに練習に打ち込み，毎日毎日，確実にう

まくなっていると自分に言い聞かせるその強い精神

に私は心を打たれました。しかも彼には大きな問題

があったのです。頭の中に腫瘍ができていて，位置

が悪いため取り除くことができず，あとはもう残り

の人生を思いのままに生きるだけだといいます。女

手一つで彼を育ててきた母親は，本当のことをティ

モシーに打ち明けます。彼は今まで通り普通に生活

させてほしいと言いました。そうして野球をはじめ，

リーグの決勝戦で人生で初めてのヒットを放つので

す。自分の人生の終わりを知った小さな子供が，こ

んなにも一生懸命になってひとつの事をやり遂げる

なんて。今の私はどうでしょう。何ができるでしょ

うか。夢中になれることが一つでもあるでしょうか。

自分の人生を自分の足でしっかりと歩んでいるで

しょうか。読み終えた後には自分の心にそう問いか

けていました。

　この本は私に今の，そしてこれからの自分の人生

を見つめ直す機会を与えてくれました。一日一日に

何かしら目標を持って生きていく主人公，一日一日

を悔いのないように一生懸命生きたティモシー。私

も一度きりの人生ですから，自分の思うようにしっ

かりと道を踏みしめて生きていきたいと思いまし

た。そして何よりも，自分で自分のことを信じ通し，

最後まで絶対，絶対あきらめない！　そんな強い精

神をもちたいです。天使は，意外と私達の身の回り

に存在するのかもしれません。強く，前向きに生き

ようとする人々を応援するべく見守っているのかも

しれません。私の回りにもいつか天使が舞い降りて

きてくれるように，これからは絶対あきらめずに努

力し，毎日あらゆる面で良くなっていると信じて生

きていきたいです。

「十二番目の天使」　オブ・マンディーノ著

　坂本　貢一訳　　求龍堂
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